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校 長 一 条 秀 雄

まもなく平成３０年が暮れようとしています。本校にとって、創立１４５周年を迎えた年でし
た。田代小学校との統合から２年、３６人の子ども達、１１人の教職員、そして保護者の皆様と
共に島守小は進んで参りました。そして、これから迎える2019年、平成３１年(元号は､途中で変わります｡この
ことについては､後段でお話しいたします｡)は、｢亥(い)年｣です。｢戌(いぬ)年｣から引き継がれます。正確には、｢己
亥(つちのとい)の年｣です。(十干十二支による)説は色々ありますが、｢己亥の年｣は、｢内なる充実を図
り、次のステージの準備をする年｣とも言われます。本校も、自分たちの足下を見つめ、内部の
充実を心がけていくと良い年になると言えそうです。

昨年の１２月号に、パナソニックの創業者である伝説的経営者、｢松下幸之助｣さんが書かれた
ものを紹介しました。今回も一つ紹介したいと思います。

私は、人生は学び続けることと思っています。これから何十年も生きていく子ども達にとって
学び続けることは、とても大事です。学校だけの学びではなく、世の中全てから学ぶことができ
るということです。色々なものから学び取っていってほしいと思います。そのためにも、松下さ
んの言葉にある｢謙虚に素直に学びたい｣ということが大切です。この心を持ち続けて学び続けて
いってほしいと思います。

昨年度同様、参観日、終業式でのお話をもう一度書きます。よろしくお願いします。
(１)お手伝いの機会を！（家族の一員として、役割を担わせてください。）
(２)年末年始にあいさつを！（｢よいお年を(迎えてください)｣､｢あけましておめでとうございます｣､｢今年もよろしくお願いします｣）
(３)新年の目標、めあてを！（立てさせてください。「１年の計は元旦にあり」です。）
保護者、地域の皆様には、本校教育活動に対し、日頃よりご支援、ご協力を賜り心より感謝申

し上げます。２０１９年も本年と変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申しあげま
す。皆様、良いお年をお迎えください。
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平成から新元号へ 4月28日(日)、29日(月 昭和の日)、
30日(火 天皇陛下退位)

2019年は、元号が変わります。このことに 5月1日(水 皇太子様即位 即位の礼)
ついて分かっていることをお話しします。 2日(木 祝日)、3日(金 憲法記念日)
・平成は、2019年5月1日(水)まで、5月2日(木) 4日(土 みどりの日)、5日(日 こどもの日)
から新しい元号にかわるようです。(当初は、 6日(月 振替休日)
5月1日に改元する予定でしたが、12月15日 ・2019年の天皇誕生日は、祝日ではありませ
の政府見解で状況が変わりました。) ん。2020年から2月23日が天皇誕生日の祝

・新元号の決定は、2019年2月頃、新元号の事 日となります。
前公表は、4月1日以降に予定されています。 ・10月22日(火 即位礼正殿の儀)1年限りの

・2019年のゴールデンウィークは、10連休に 祝日になります。
なります。 ※予定の部分もあり、変更もありえます。

学 ぶ 心 松下 幸之助 （ＰＨＰ｢道をひらく｣より）

自分一人の頭で考え、自分一人の知恵で生み きびしい叱責、後輩の純情な忠言、つまりはこの
出したと思っていても、本当は、すべてこれ他 広い宇宙、この人間の長い歴史、どんなに小さい
から教わったものである。 ことでも、どんなに古いことでも、宇宙の摂理、
教わらずして、学ばずして、人は何一つ考え 自然の理法がひそかに脈づいているのである。そ

られるものではない。幼児は親から、生徒は先 してまた、人間の尊い知恵と体験がにじんでいる
生から、後輩は先輩から。そうした今までの数 のである。
多くの学びの上に立ってこその自分の考えなの これらの全てに学びたい。どんなことからもど
である。だから、よき考え、よき知恵を生み出 んな人からも、謙虚に素直に学びたい。すべてに
す人は、同時にまたよき学びの人であるといえ 学ぶ心があって、はじめて新しい知恵も生まれて
よう。 くる。よき知恵も生まれてくる。学ぶ心が繁栄へ
学ぶ心さえあれば､万物すべてこれわが師であ のまず第一歩である。

る｡語らぬ木石、流れる雲、無心の幼児、先輩の

江戸時代の島守（その３１）
天保５年(1834)１月11日
「軽米町へ昨日八つ時頃（午前２時）百姓共三千人程来り、支
度などして高家より名久井通りへ千人程、市野沢へ千人程、島
守へ千人程と三手に分れて出立した」

天保５年、八戸藩内で「百姓一揆」が起きました。百姓一揆
とは、農民が集団となって自分たちの意見を直接殿様に伝えよ
うとする行動です。
きっかけは、前の年が不作で藩内が食糧難となったため、農

家が蓄えている農作物を藩が強制的に安く買い上げるという政
策を打ち出したことでした。農民
たちは、自分たちの食べる分が足
りなくなると不安になり、一揆を
起こしました。
久慈から千人あまりで始まった

百姓一揆は、軽米を過ぎるあたり
には三千人となり、泉清水方面千
人、市野沢方面千人、島守方面千
人と三方に分れて八戸に向かいま
した。
南郷歴史民俗資料館 古里 淳 大森の一里塚

行事予定(１月)
９(水) ５・６学年学習会
島守中学校１年生の生徒が来て、勉
強を教えてくれます。

15(火) 始業式 休み明けテスト
16(水) 身体計測
17(木) 避難訓練 委員会

ALT学校訪問日
18(金）スケート教室(上学年)

移動図書館
23(水) スケート教室(下学年)

A校時 15時20分下校
24(木) 学力テスト（国・理）

集金日 クラブ
25(金) 学力テスト（算・社)
28(月) 新入生一日入学
30(水) 豆まき集会
31(木）委員会 島中体験入学(6年)

２学期を振り返って

8月24日 新しいALTのジェームス先生が

いらっしゃいました。（イギリスより）

9月1日１年生のふれ心音を聞きました。

9月26日「交通安全キャンペーン」 運転

手さんに安全運転を呼びかけました。

9月7日「ふれあい動物指導」 モルモッ

トのユキちゃんとふれあいました。

12月1日「収穫感謝・創立記念祭」 今年

は約100kgのもち米を収穫しました。

10月23日 ブランコの修理を行い、ピカ

ピカの鎖と赤い座面になりました。

9月7日「市内陸上競技会」 自己新記録を

目指して全力でがんばりました。

9月27日「稲刈り」 今年度から全校児童

で田植えと稲刈りを行っています。

12月4日6年生の総合的な学習で「炭焼

きの火入れ」を見学しました。

10月30日 「炭焼き体験」 窯に火を入れ

ました。約4日間燃やしました。

10月27日「学習発表会」 4･5年生は元気

な声で豊かに表現をしました。


